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平成１６年５月１４日 
平成１６年３月期 決算の概要について 

                      シ ロ キ 工 業 株 式 会 社      

（輸送用機器 東証、名証第１部上場） 
                   （＊百万円未満以下切り捨ててあります）     

１、連結決算について                  
 
●３月３１日現在の当社の連結子会社は国内６社、海

外７社の計１３社、他に持分法適用会社が３社で、前

期比では海外の連結子会社が２社増加いたしました。

これは中国における自動車メーカーの現地生産拡大に

対応するために、全額出資の生産子会社を中国に２社

設立したことによります。（昨年５月江蘇省昆山市に

「昆山白木汽車零部件有限公司」、昨年１０月広東省広

州市に「広州白木汽車零部件有限公司」） 
 
［グローバル化推進の結果、過去最高の売上］  
売 上  

●当期の売上高につきましては、堅調に推移し、前期

比０．１％増の１１４０億４千２百万円で１億１千７

百万円の増収となり、過去最高の売上となりました。

また昨年５月発表の期初予想１１００億円に対しても

３．７％増の４０億４千２百万円の増収となりました。

世界４極市場に対応すべく、グローバルでの受注拡大

を進め、同時に国内生産体制の整備をした取り組みの

結果があらわれてきたものであります。 
国 内  

●海外生産移転の増加や国内販売が伸び悩む国内にお

きましては、シロキ工業が前期比で０．４％減の８９

６億９千１百万円で３億９千６百万円の減収となりま

したが、これは非自動車部品分野の前期比１１億５百

万円減（４７．７％減）によるものであります。自動

車部品分野は主に日産自動車（株）九州工場向けのド

アサッシ、シートリクライナ・シートアジャスタを生

産する九州シロキ（北九州市）が本格生産開始により

前期比３．８倍の２０億２千５百万円で１４億９千５

百万円の増収となったことなどが貢献し、自動車部品

分野は堅調に推移いたしました。これにより好調 

 
 
 
●連結（上段当期、下段前期） 
 
① 売上高：  
１１４０億４千２百万円  
１１３９億２千４百万円  
（前期比０．１％増）  

② 営業利益：  
４５億６千万円  
６０億３千３百万円  

 （前期比２４．４％減）  
③ 経常利益：  

４０億７千５百万円  
５４億７千５百万円  

  （前期比２５．６減％）  
④ 当期純利益：  

１６億７千３百万円  
２３億３千８百万円  

（前期比２８．４減％）  
 
●１株当たり当期純利益  

１８円１０銭  
２５円５６銭  

       
●海外売上高比率  

２０．２％  
１９．８％  

     
●設備投資  

５６億２千７百万円  
４８億８千８百万円  

 
●減価償却費  

５４億７千５百万円  
５６億９千７百万円  
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だった昨年並みの売上をほぼ確保いたしました。 
 海 外  
●海外におきましては、北米生産拠点のＳＷマニュフ

ァクチャリング（米国・テネシー州）がドルベースで

前期比７．４％増の１億８千９百万ドルで１千３百万

ドルの増収となり、ドルベースでの売上は過去最高と

なりました。これは米国現地のトヨタ自動車（株）向

けが堅調であったことに加え、０２年より生産を開始

したドアサッシが好調に推移し、米国での拡販活動の

成果がでたことによります。円換算の前期比では円高

の影響を受け０．４％減の２１９億５千６百万円で僅

かに８千１百万円の減収となりました。 
●ＡＳＥＡＮ地区の生産拠点であるシロキタイランド

（タイ）は昨年８月の新工場完成により本格稼動を始

め、主に現地トヨタ自動車（株）や三菱自動車工業向

けにウインドレギュレータを生産・納入し、６億５千

５百万円（前期比６億２千９百万円増）の売上となり、

グローバルでの受注拡大の成果が、連結での売上増に

結びつくことになりました。 
 
［退職給付費用増や為替などの影響で減益］ 
利 益  

● 利益につきましては、グループをあげて生産性の向 
上や徹底した総原価低減に取り組んでまいりましたが、営

業利益は前期比２４．４％減の４５億６千万円で１４億７

千２百万円の減益となり、また経常利益は前期比２５．６％

減の４０億７千５百万円で１４億円の減益。当期純利益は 
２８．４％減の１６億７千３百万円で６億６千４百万円の

減益となりました。 
● 主な減益要因といたしましては、売上高伸張に寄与した 
九州シロキやシロキタイランドが操業開始時の費用負担に

より利益貢献にいたっていない他、退職給付費用増などに

よるシロキ工業の減益と円高の影響などによるＳＷマニュ

ファクチャリングの減益が大きく影響いたしました。 
●シロキ工業は、退職給付費用の増加３億２千７百万 
円や総報酬制導入による社会保険料の増加１億７千４

百万円、賞与引当金見直しによる引当増３億１千２百 

 
 
 
●得意先について（連結） 

（上段当期、下段前期） 
・トヨタＧ  （６９．２％） 

７８９億４千２百万円 
７７９億７千５百万円 

        （１．２％増） 
・売上高上位３社 
①トヨタ自動車（４５．６％） 
５２０億３百万円 
５５３億４千４百万円 

        （６．０％減） 
 ②スズキ   （９．８％）  

１１１億２千７百万円 
１２３億５千３百万円 

       （９．９％減） 
③三菱自動車工業（５．６％）

６３億４千２百万円 
７６億７千９百万円 

（１７．４％減） 
 

＊ 社名横の（）内は 
         売上構成比率

 
 
●主要製品について（連結） 

（上段当期、下段前期） 
①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ（３５．６％） 
４０５億５千３百万円 
３９５億５千９百万円 

        （２．５％増） 
②ウインドレギュレータ 

（２８．５％） 
３２５億９百万円 
３３５億３千万円 

        （３．０％減） 
 ③ドアサッシ（１７．４％） 

１９８億３千２百万円 
１８７億７千６百万円 
     （５．６％増） 
 
 

＊ 製品名横の（）内は 
         売上構成比率
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万円などが利益を圧迫し、営業利益は前期比２０．５％ 
減の３５億９千万円で９億２千６百万円の減益、経常 
利益は１５．６％減の３７億９千５百万円で７億３百

万円の減益となりました。 
●ＳＷマニュファクチャリングは、新規立ち上り品の

先行費用や労災保険料の増加により、営業利益は前期

比５６．９％減の４億７千６百万円で６億３千万円の

減益となりました。経常利益は為替差損６億２千６百

万円などにより前期比８２．１％減の２億円で９億１

千１百万円の減益となりました。 
 

２、個別決算について                
 
［自動車部品分野が堅調に推移、期初予想に 
  対し大幅増収、前期比微減も堅調さは維持］       
売 上  

●シロキ工業単独につきましては、非自動車部品分野

の落ち込みにより、売上高は前期比０．４％減の 
８９６億９千１百万円で僅かに３億９千６百万円の減

収となったものの、主力の自動車部品分野が堅調だっ

たため、ほぼ昨年並みを確保いたしました。 
●昨年１０月発表の修正予想８７４億円に対しては２．

６％増と増収とすることができました。これは主要取

引先の堅調な国内生産や九州シロキでの本格生産開始

などによる増加によって、海外現地生産移転の影響や

非自動車部品の減少をカバーしたものであります。日

産自動車（株）が１０億３千８百万円増（２７．４％

増）と好調に売上が伸びたほか、主に日産自動車（株）

向けのシートリクライナ・シートアジャスタを納入し

た日本発条（株）の売上が２０億５千４百万円増（９

４．５％増）と大きな伸びとなっております。 
 
［期初予想に対し大幅増益、前期比では  

退職給付費用増などで減益］  
利 益  

●利益につきましては、徹底した収支改善活動などに

よって１４億３千６百万円の合理化効果を出したもの

の、退職給付費用増などによって、営業利益は前期比 

●個別（上段当期、下段前期） 
① 売上高：  

８９６億９千１百万円  
９００億８千７百万円 
（前期比０．４％減） 

② 営業利益： 
３５億９千万円 
４５億１千６百万円 
（前期比２０．５％減） 
＊ 
・退職給付費用前期比 
 ３億２千７百万円増加 
・社会保険料前期比 
１億７千４百万円増加 

   ・賞与引当金前期比 
３億１千２百万円増加 

③ 経常利益： 
３７億９千５百万円 
４４億９千８百万円 

  （前期比１５．６％減） 
④ 特別利益： 

１億９千８百万円 
７千３百万円 

⑤ 特別損失： 
１７億３千２百万円 
１５億５千２百万円 
・固定資産除却損 
（１億６千１百万円） 
・退職給付費用 
（６億６千万円） 等 
（＊会計基準移行時差異 
５年均等費用処理分） 

⑥ 当期純利益： 
１２億１千４百万円 
１５億５千３百万円 
（前期比２１．８％減） 

               

●１株当たり当期純利益  
１３円０８銭 

１６円８８銭  
        
●得意先について（個別） 

（上段当期、下段前期） 
・トヨタＧ  （６４．７％） 

５８０億６千８百万円 
５８４億７千１百万円 

        （０．７％減） 
・売上高上位３社 
①トヨタ自動車（３５．８％） 
３２１億５千万円 
３５８億６千６百万円 

        （１０．４％減） 
 ②スズキ   （１２．４％）

１１１億２千７百万円 
１２３億５千３百万円 

       （９．９％減） 
③三菱自動車工業（６．２％）

５５億５千６百万円 
６８億５千８百万円 

（１９．０％減） 
 

＊ 社名横の（）内は 
         売上構成比率
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２０．５％減の３５億９千万円で９億２千６百万円の 
減益、経常利益では１５．６％減の３７億９千５百万

円で７億３百万円の減益となりました。 
最終損益につきましては、退職給付費用や固定資産除却損

などを計上した結果、当期純利益は前期比２１．８％減の

１２億１千４百万円で３億３千８百万円の減益となりまし

た。 
●しかしながら、昨年１０月の修正予想に対しては経常

利益２９億円に対し３０．９％増、当期純利益１０億 
円に対し２１．４％増と大幅に上回りました。これは

全社をあげて徹底した合理化活動に取り組み収支改善

に努めた結果であります。 
 
３、１６年３月期の主な取り組み実績          
 

●当社では中期経営計画（０１～０５）に沿って経営の効 

率化と企業体質の強化を強力に進めております。特に世界

４極市場への対応のためグローバル化を強力に推進し、世

界競争勝ち残りを図るべく取り組みを展開しております。

当期に実施した主な取り組みは次の通りであります。 

１、グローバル展開の加速 
①中国に工場進出 
・現地生産会社「昆山白木汽車零部件有限公司」を 
 設立（昨年５月） 
・現地生産会社「広州白木汽車零部件有限公司」を 
 設立（昨年１０月）、本年８月に工場完成予定 

 ・アジアでの生産・供給体制を強化し、世界４市場対応 
  を加速 
②タイの新工場完成（シロキタイランド） 
・新工場稼動（昨年８月） 
・ＡＳＥＡＮ地区での生産・供給体制を強化し、世界４ 
極市場対応を加速 

２、利益体質の定着化 
●固定費削減 
・借入金の削減  
［１９９億円（前期末）→１７９億円（当期末）］ 

３、グループ事業の改革 
 ・宇和島シロキの工場閉鎖決定（本年８月閉鎖予定） 

 
●主要製品について（個別） 

（上段当期、下段前期） 
①シートリクライナ・ 
シートアジャスタ（３５．３％） 
３１６億８千９百万円 
３１２億３百万円 

        （１．６％増） 
②ウインドレギュレータ 

（２６．５％） 
２３７億３千４百万円 
２４６億２百万円 

        （３．５％減） 
 ③ドアサッシ（２０．９％） 

１８７億５千１百万円 
１７７億４千３百万円 
     （５．７％増） 
 
 

＊ 製品名横の（）内は 
         売上構成比率 
 

●設備投資 

４１億７千３百万円 

３５億１千１百万円 

 

●減価償却費 
４５億７千８百万円 

４９億３千３百万円 
 

 

 

 

●１７年３月期予想 

連結（上段予想、下段前期実績）

①売上高 

１１２０億円 

１１４０億４千２百万円 

（前期比１．８％減） 

②営業利益 

３６億円 

４５億６千万円 

（前期比２１．１％減） 

③経常利益 

３５億円 

４０億７千５百万円 

（前期比１４．１％減） 

④当期純利益 

１２億円 

１６億７千３百万円 

（前期比２８．２％減） 

 

●１株当たり  
予想当期純利益  
１２円７６銭  

 

●設備投資  
５１億６千２百万円 

 
●減価償却費  

５６億６千９百万円 
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・ ソーラー事業の廃止（本年３月営業終了） 
 
４、平成１７年３月期連結業績予想について                
 
［堅調な海外は増収、国内は減収を予想］ 
 売 上 
●今期の連結の業績予想につきましては、売上高は通期で 
１１２０億円、前期比２０億４千２百万円の減収を予想し 
ております。これは北米やアジア地域において増収となるも

のの、国内での減収を予想しております。 
国 内 

●国内売上高は、円高進行や原料・資源価格上昇などの懸念

材料があるなど、本格的な市場回復には至らないものと予想

しております。国内生産も伸張は難しいものと思われるため、

シロキ工業の通期の売上高は前期比２・６％減の８７４億円

で２２億９千１百万円の減収を予想しております。 
海 外 

●北米では現地トヨタ自動車（株）向けの売上が引き続き堅

調に推移し、売上高は前期比５％増の２億ドルと過去最高の

売上を予想しております。 
●アジアではシロキタイランドにおいて現地トヨタ自動車

（株）の世界戦略車向けのウインドレギュレータの生産が今

年８月より開始されるため、売上高もこれに伴い倍増の１２

億円を予想しております。 
 
［今期は将来のための基盤構築の年。中国進出など 

の先行投資や構造改革費用増で減益を予想］ 
利 益 

●利益面では引き続き経営資源の効率化やロスコストの低

減など総原価低減を徹底して取り組んでまいります。海外で

は市況変動による原材料の高騰や社会保険・労災保険などの

労務付帯経費の増加などによる収益への影響や、シロキ工業

の減収、宇和島シロキの工場閉鎖に伴う一過性の費用、中国

進出に伴う生産立ち上げ費用などの構造改革費用や先行投

資もあり、減益を予想しております。今期は将来の為の基盤

構築の年と位置付け先行投資、構造改革に力を注いでまいり

ます。通期の営業利益につきましては、３６億円で９億６千

万円の減益、通期の経常利益は３５億円で５億７千５百万円

 

 

単独（上段予想、下段前期実績）

①売上高 

８７４億円 

８９６億９千１百万円 

（前期比２．６％減） 

②営業利益 

２６億円 

３５億９千万円 

（前期比２７．６％減） 

③経常利益 

２７億円 

３７億９千５百万円 

（前期比２８．９％減） 

④当期純利益 

１０億円 

１２億１千４百万円 

（前期比１７．６％減） 
 

●１株当たり  
予想当期純利益  
１０円６７銭  

 
●設備投資 

４１億５千万円 
 
●減価償却費 

４９億５千５百万円 
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の減益、また通期の当期純利益は１２億円で４億５千５百万

円の減益を予想しております。 
 

５、単独業績予想について                
 
［将来を見据え、厳しい経営環境を構造改革で 

のりきり］ 
●通期の売上高は８７４億円と予想し、前期比２２億９千 
１百万円の減収を予想しております。通期の営業利益につき

ましては減収による限界利益の低下、原材料高騰による材料

比率の上昇などにより２６億円で前期比９億９千万円の減

益、通期の経常利益につきましても２７億円で前期比１０億

９千５百万円の減益を予想しております。当期純利益は１０

億円で前期比２億１千４百万円の減益を予想しております。 
●当社といたしましては、中期経営計画に沿って構造改革を 
着実に進め、一段と経営の効率化と企業体質に努めてまいり

ます。また、海外拠点の構築・整備により世界４極市場への

対応をさらに加速させ、世界Ｎｏ．１の魅力ある製品づくり

によりブランド力を強化するとともに、総原価低減に取り組

み、競争力を一層強化し、世界競争に勝ち残りをはかってま

いります。 
 
６、１７年３月期の主な取り組みについて         
 
１、グローバル展開の加速 
 ①中国・広州白木汽車零部件の工場完成（本年８月） 
 ・アジアでの生産・供給体制を強化し、世界４市場 
  対応を加速 
２、利益体質の定着化 
●固定費削減 
・借入金の削減  
［１７９億円（前期末）→１６９億円（今期末予定）］ 

３、グループ事業の改革 
 ・宇和島シロキの工場閉鎖（本年８月末予定） 

 

 

●この件のお問い合わせは： 
シロキ工業株式会社 （０５３３）８４－４６９１ 

経理部長     大石  
総務部広報担当  眞野 まで 



業 績 推 移    シロキ工業株式会社 
 
個別売上高推移                個別利益推移 

 
 

個別財務体質の強化 
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ご 参 考                 シロキ工業株式会社 
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